呼吸器内科
【診療科概要】

高齢化が進み、呼吸器疾患患者が増加しているにもかかわらず、呼吸器内科専門医は不足しています。当院でも呼吸器内科は入院患者数が多く、症例を豊富に経験できます。

西湘地域の中核病院であり、common diseaseから難病まで・急性期疾患・慢性期疾患・悪性腫瘍・ターミナルケアと幅広い呼吸器疾患の研修が可能です。

日本呼吸器学会関連施設、日本呼吸器内視鏡学会認定施設、

社会人としての常識をわきまえた上で、バイタリティあふれる人間性が要求されます。

【目標と理念】

呼吸器内科医である前に内科医としての資質を養う。

病気を診るのではなく、病人を診ることを忘れずに、患者中心のやさしい医療を提供することを身につける。

内科医として必要な知識・技術、呼吸器内科医として必要な知識・技術を習得する。

呼吸器内科救急に迅速に対応できる能力を身につける。

【到達目標】

１年次

内科的診察法、呼吸器疾患症例の的確な評価ができる。

画像所見の的確な読影能力を身につける。

血液ガス所見、肺機能検査所見が理解できる。

呼吸器感染症の診断、適切な抗菌薬の選択ができる。

COPD、気管支喘息の管理ができる。

肺癌の診断、集学的治療および緩和ケアを経験する。

気管内挿管、人口呼吸管理の技術を習得する。

気管支鏡・胸腔穿刺・トロッカーカテーテル挿入の技術を習得する。

２年次

１年次に得た知識・技術の習熟度を高める。

外来診療を行う。

初期臨床研修医を指導できる。
